
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































引く万里集九「天下白」に 「続翠云（フ） 、梅ト時（ヲ）同（ジクス） 、故（ニ）
?
梅（ト）曰（フナリ） 。花（ハ）


























































































































とあるが、蘇軾は知潁州 後、元祐七年二月に知揚州を拝命して同三月に着任している。また趙令畤は、蘇軾が知揚州となった後も潁州に在って書信や のやりとりをしてい 。
16○笑指一句 　
「衣鉢」は師僧から弟子に伝える袈裟

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































厳寒の慧林寺（洛陽）で丹霞が木仏を焼いたところ、これを譏る人があったので、丹霞は「舎利を取るのだ」と言ったが、 「木（の仏）に何があるか」と返されたので、 「ならばなぜ私を責める か」と答えたという（ 『景徳伝燈録』巻一四） 。
19 20○時時・擾擾二句 　
擾擾は騒ぎ乱れるさま。四座は並みいるすべての人々。 「九月十五日、月を観て琴






























































































前世ではあるいは草書の名人でも たでしょうか。蛇が驚いて（草むらに）逃げ入るような勢いの書が、今も習いとなって遺っています。私はやせた仙人となって赤松子についていこう いませんし、また仏の教えに縛られているようで 、仏像を焼いた丹霞禅師にもなれそう あ ません。折 ふれ一
?
の詩を作って取











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































交錯し、 杯盤狼藉として、 堂上に燭滅す。主人 　
?
を留めて客を送らん。羅
ら襦じゆ
襟えり
解け、 微
ほの
かに
きよう
沢たく
を聞く。
此の時に当たって、
?
の心最も歓び、能く一石を飲まん」と答えた。 「李公択 　
傅国博の家に飲み、大酔するを聞く 　
二首」その一の注（ 『蘇東坡詩集』第四冊五一一頁）を参照。
　
あなたは王家 子孫で、天上の麒麟のような存在、その瞳は深くて澄んでいる。財布が空であればあるほど
学識はさらに豊かになり、住まいが狭苦しければ狭苦しいほど人柄はいっそう抜きん出る。
　
私は老いるにつれて筆勢がますます奔放になり、ひとたび筆をおろすや たちまちにその場の人々が奪い合
う。あなたが私に東斎に掲げる
?
額の揮毫をねだるのなら、その代償に西湖の雪の如き美酒を飲ませないとい
けませんよ。
　
大おお
瓶がめ
にいっぱいの酒もまだ分けてもらえないので、小さな硯が乾いて裂けてしまいそうだ（だから早く酒を
南山読蘇会
五五
232
送ってください） 。こちらはあの淳于
?
とは違って、酒宴の
?
燭が消えてからまでむちゃ飲みをするわけでも
ないのですよ。 
（担当 　
蔡 　
毅）
